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第５４回

倉吉市
 消防ポンプ
  操法大会

　

６
月
28
日（
日
）、
飛
天
夢
広
場（
見
日
町
／

天
神
川
左
岸
・
竹
田
橋
下
流
）に
お
い
て
、「
第

54
回
倉
吉
市
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
は
、各
地
区
の
消
防

団
員
が
、
市
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、

安
全
・
確
実
・
迅
速
に
消
火
活
動
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
訓
練
を
重
ね
、
成
果
を
競

う
も
の
で
す
。

　

団
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
自
分
の
仕
事
を
持

ち
な
が
ら
、
こ
の
日
の
た
め
に
数
か
月
前
か

ら
厳
し
い
訓
練
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

梅
雨
の
合
間
の
厳
し
い
日
差
し
が
照
り
つ

け
る
中
、
17
分
団（
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
４
分

団
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
13
分
団
）が
参
加

し
ま
し
た
。

　

各
分
団
と
も
、
指
揮
者
の
号
令
の
も
と
、

き
び
き
び
と
し
た
動
き
で
、
前
方
の
火
点
と

し
て
想
定
さ
れ
た
標
的
に
向
か
い
、
ホ
ー
ス

を
伸
ば
し
、
放
水
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
大
会
は
、
県
大
会
へ
の
出
場

を
か
け
た
予
選
会
も
兼
ね
て
お
り
、
優
勝
し
た

上
井
Ｂ
分
団（
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
）
と
関

金
第
４
分
団（
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
）は
、
７
月

技
術
を
磨
き
、

 

士
気
を
高
め
る―
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19
日（
日
）に
、鳥
取
県
消
防
学
校（
米
子
市
）で

開
催
さ
れ
た
第
55
回
鳥
取
県
消
防
ポ
ン
プ
操

法
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。  

上
井
Ｂ
分
団
が

第
６
位
に
入
賞
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
訓
練

の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

■ 

第
54
回
倉
吉
市
ポ
ン
プ
操
法
大
会
成
績

　

▼
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

　

・
優　

勝　

関
金
第
４
分
団

 

指揮者 部長 大
お お え

江 博
ひろふみ

文

１番員 団員 山
やまがた

方 圭
け い た

太

２番員 班長 小
お ぐ ら

椋 千
ち ひ ろ

裕

３番員 団員 谷
たにもと

本 正
まさとし

寿

４番員 班長 小
こ だ に

谷 一
かずゆき

幸

補欠員 班長 田
た な か

中 賢
かつのぶ

延

　

・
準
優
勝　

関
金
第
２
分
団

　

・
第
３
位　

関
金
第
３
分
団

　

▼
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

　

・
優　

勝　

上
井
Ｂ
分
団

 

指揮者 副分団長 船
ふなこし

越 昭
あきひと

人

１番員 団 員 眞
ま か べ

壁 正
ま さ き

樹

２番員 団 員 眞
ま か べ

壁 春
は る き

樹

３番員 団 員 河
かわぐち

口 純
じゅんたろう

太郎

補欠員 団 員 門
かどはら

原 広
ひろのり

憲

　

・
準
優
勝　

上
灘
分
団

　

・
第
３
位　

灘
手
分
団
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リデュース（Reduce）
　物を大切に使い、ごみを減らすこと（発生抑制）　

リユース（Reuse）

　使える物は、繰り返し使うこと（再使用）　

リサイクル（Recycle）

　ごみを資源として、再び利用すること（再生利用）

混ぜれば「ごみ」…
ほうきリサイクルセンターで、焼却処分される可燃ごみ

分ければ資源
古紙回収され、Kセンターで分別された新聞紙など

「
循
環
型
社
会
」を
目
指
し
て

　

私
た
ち
の
毎
日
の
生
活
か
ら
排
出
さ

れ
る
ご
み
の
中
に
は
、
ま
だ
十
分
に
使

え
る
も
の
、
資
源
と
し
て
再
利
用
で
き

る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
み
の
排
出
を
抑
え
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
再
利
用
可
能
な
も
の
を

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
は
、
限
ら
れ
た

資
源
の
有
効
活
用
、
環
境
保
全
を
実
現

す
る
た
め
に
有
効
な
手
段
で
す
。

　

倉
吉
市
で
は
、
そ
の
よ
う
な「
循
環
型

社
会
」
を
目
指
し
、「
混
ぜ
れ
ば
ご
み
、

分
け
れ
ば
資
源
」を
合
言
葉
に
し
て
、
ご

み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
て

い
ま
す
。 

「循環型社会」へのキーワード

３Rを実践しましょう！
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ほうきリサイクルセンターを見学する親子。自分たち
が出すごみがどのように処理されるのか、どうしたら
もっとごみを減らすことができるのか話し合います。

Kセンターに集められ、分別されたダンボールは

機械でまとめられ、リサイクルへと進みます。

野島 善弘さん
（Kセンター工場長） ▼

「リサイクルの基本は、『分別する』

ということ。きちんと、細かく分

別すればするほど、リサイクルの

幅は広がっていくんです。倉吉市

でももっと細かく分別してもいい

と思いますよ。缶類・プラスチッ

ク類などには、素材が明記してあ

るのでよく確認して、分別して出

してください」

▲松本 秀樹さん
（ほうきリサイクルセンター所長）
「最近、スプレー缶のガスは、環

境に配慮され（二酸化炭素削減）、

フロンガスから LP ガスに変わっ

てきています。これは、爆発する

危険が高くなったことも意味して

います。不燃ごみは絶対に混ぜな

いで、缶類に出してください。あ

と、生ごみの水切りは減量化のた

めにもしっかりとお願いします」

●
お
盆
の
ご
み
収
集
に
つ
い
て

　

８
月
13
日（
木
）、
14
日（
金
）、
15

日（
土
）は
、ご
み
収
集
を
休
業
し
ま
す
。

　

お
盆
の
精
霊
送
り
の
供
え
物
の
河

川
投
棄
は
、
河
川
が
汚
れ
る
原
因
に

な
り
ま
す
。
供
え
物
は
、
看
板
が
設

置
し
て
あ
る
場
所
に
、８
月
15
日（
土
）

深
夜（
16
日（
日
）午
前
１
時
）ま
で
に
、

ま
と
め
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

  

な
お
、
盆
提
灯
は
収
集
を
し
ま
せ

ん
の
で
可
燃
ご
み
と
不
燃
ご
み
に
分

別
し
て
、
通
常
の
ご
み
収
集
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。

●
生
ご
み
の
処
理
に
つ
い
て

　

夏
季
を
迎
え
、
生
ご
み
を
ご
み
置

場
に
長
時
間
放
置
す
る
と
腐
敗
し
や

す
く
、
悪
臭
や
害
虫
が
発
生
す
る
な

ど
不
衛
生
で
す
。

・ 

生
ご
み
は
、
十
分
水
切
り
を
す
る
。

・ 

指
定
ご
み 

袋
の
口
は
、
し
っ
か
り

結
ぶ
。

・ 

収
集
日
前
夜
に
出
す
。

夏
の
ご
み
の
出
し
方

  

７
月
８
日（
水
）、
不
法
投
棄
が

発
生
し
て
い
た「
林
道
円
谷
・
広

瀬
線
」
沿
線
の
住
民
で
組
織
す
る

「
緑
を
守
り
育
て
る
会
」
と
、
市
、

県
が
一
緒
に
な
り
林
道
沿
い
の
清

掃
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

  

家
庭
ご
み
・
家
電
・
自
転
車
・

衣
類
・
タ
イ
ヤ
な
ど
、
２
時
間
足

ら
ず
で
回
収
し
た
ご
み
の
量
は

６
２
０
ｋ
ｇ
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

倉
吉
市
の
豊
か
な
自
然
環
境
を

次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に

も
、『
不
法
投
棄
』を「
し
な
い
」「
さ

せ
な
い
」「
許
さ
な
い
」
環
境
づ
く

り
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
連
携
し

て
推
進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▲清掃作業の様子

『
不
法
投
棄
』ゼ
ロ
を
め
ざ
し
て

　

瓦
は
、
３
枚
以
内
の
少
量
に
限
り
、

不
燃
ご
み
で
収
集
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

  

３
枚
よ
り
多
く
瓦
を
出
す
場
合
は
、

専
門
業
者
に
処
分
を
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。

３
枚
以
内
の
瓦
を
不
燃
ご
み
で
収
集
し
ま
す

リサイクル・ごみ出しのツボ
～施設長に聞いてみよう～

廃棄物処理施設を
見学しました。

  ごみは、収集日に出すと、もう私たちの目に触れることはあ

りません。しかし、廃棄物処理施設に集められたごみは、た

くさんの処理が施され、さまざまに姿を変えていきます。

  ７月４日（土）、廃棄物処理施設見学ツアーが開催されました。

ごみ処理やリサイクルの過程を見学し、改めて家庭でのごみ

処理やリサイクルについて見つめ直す機会になりました。

※問合せ先：環境課（あ２２―８１６８／い２２―８２３０）


